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1.はじめに

フィリピン諸島の火山活動は,沈み込み帯と関連しており,西側にはマニラ海溝,東

側にフィリピン海溝,南西にネグロース海溝,南にコタバ ト海溝がある.テクトニクス

は非常に複雑であり,火山の分布も10の火山列が識別される (Fig.1;Cataneetal.,2003

など).しかし,タール火山のように,現在の海溝との関係が明らかでなく,非常に複雑

な活断層系の中に存在するものもある.フィリピン国内には400以上の火山があり,そ

のうち22個は活火山 (activevolcano)で,●潜在的活火山 (potentiallyactivevolcano)も

27個が認識されている (PHIVOLCS,2002).20世紀だけでも,およそ2800人の人命が

火山噴火によって失われている (Cataneetal.,2005).1200万人が生活するマニラ首都圏

(MetroManila)は,中央ルソン帯 (CentralLuzonBelt)と呼ばれる火山列の中央部に位

置しており,同火山列には1991年に噴火したピナツボ火山をはじめ,タールカルデラな

ど活動的火山が多く存在している.しかし,これらの噴火史については,放射性炭素(14C)
年代などの放射年代に乏しいなど,不明な点が残されている.また,潜在的活火山の多

くは,地形等からは新しい火山と推定されるが,具体的な噴火の証拠がないために,活
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火山から外れているだけである.マニラ首都圏周辺には,ラグナカルデラなど潜在的活

火山がたくさん分布している.22個の活火山のうち21火山が歴史時代の噴火記録で活

火山と認定されており,14C年代測定によって活火山となったのは Leonard火山のみで

ある.すなわち,新たな 14C年代が得られるなど,噴火史研究が進展すれば,新たに活

火山として認定される火山が相当数あると予想される.

筆者らは,このような状況を踏まえて,ピナツボ火山,ラグナカルデラ,タールカル

デラなどのマニラ首都圏に近接する火山および東フィリピン火山弧 (EastPhilippine

VolcanicArc)北部に位置するマヨン火山やイロシンカルデラの最近 10万年間の噴火史

を高精度に編年する研究を進めつつある.本稿では,この研究の概要を紹介する.
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Fig･1Indexandlocalitymaps(modifiedfromCataneetal.,2003,2005).(A)Volcanicarcs

ofthePhilippines.(B)TectonicmapofthePhilippines.

2.研究方法の概観

火山活動度の評価は,カルデラ火山における大規模火砕流噴火の頻度などを考慮する

と,少なくとも最近 10万年間はカバーする必要がある.火山活動度を評価するうえで,

正確な年代決定はきわめて重要であるが,この年代域を1つの年代測定法でカバーする

ことは難しい.本研究では,火山地形学や火山層序学を基礎として,高精度化 ･正確度

の向上が進んでいる14C年代測定法とβ線量の補正など信頼度の向上が図られている熱
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ルミネッセンス (TL)年代測定法を系統的に組み合わせることによって,最近約 10万

年間の火山活動史を高精度に編年することをめざしている.

14C法は,最近約4万年間を対象とする年代測定法で最も信頼できる測定法の1つであ

り,この年代域のテフラの年代決定に盛んに用いられてきた.最近でも,暦年-の較正

法が確立されるなど高精度化 ･正確度の向上が著しい (例えば,中村,2001).ただし,

14C法は,炭素を含む試料が対象であることから,テフラ中または上下の炭化木片 ･土

壌有機物が用いられることが多い.一方,溶岩の流出年代については,14C 法に適した

試料を得ることが困難なため,そのほとんどが 14C年代は測定されていない.その場合,

層位関係を用いて間接的にその年代を推定することになる.

TL法は,数千年前から150万年までの年代範囲をカバーする測定法であり,火山岩や

変質岩にも適用されている (高島,1995).測定機器も安価で自作することができ,測定

操作も比較的容易である.しかし,誤差要因がかなり多いために,必ずしも信頼性は高

いものではない.しかし最近では,石英斑晶を対象としたβ線量精密補正年代が火砕流
堆積物や溶岩について報告されるようになってきており,信頼性が高まっている (島雄

ほか,1999;山願ほか,2003;高島ほか,2006).最近約4万年間の噴出物では,14C年

代を比較対照として,TL年代の信頼性を検討できる.

3.研究の現状と今後の展望

3-1イロシンカルデラ

イロシンカルデラの周辺には,カルデラ形成時に噴出したイロシン火砕流堆積物が広

く分布している (Delh etal.,1993;McDermottetal.,2005).Mirabuenoetal.(submitted)

は,この火砕流堆積物から炭化木片を採取し,35,930土250BP(NUTA2-10795)の14C年

代を得た.この 14C年代は,Fairbanksetal.(2005)のデータセットを用いて41,329i169

calBPの暦年に較正される.すなわち,大規模火砕流台地は41kyrcalBPに形成された

と考えられる.後カルデラ丘であるBulusan火山は,最も活動的な火山のひとつであり,

最近では2006年3月から2007年 1月にかけても噴火している.このBdusan火山を含

めた後カルデラの火山活動がいつ開始したかは,カルデラと後カルデラ火山活動との成

因にも関係することから,たい-ん興味深い問題であろう.カルデラ底を埋積した堆積

物を詳しく検討する必要がある.

3-2マヨン火山

マヨン火山では1616年から噴火記録があり(Ramos-Villartaetal.,1985),最近でも2004

年から2006年にかけ噴火している.これまでの研究では,山体の成長率が一定であると

仮定して,24,000年前 (punongbayan,1985)や>25,000年前 (Ramos-Villartaetal.,1985)

から噴火活動を開始したと推定されていた.しかし,これらの研究は,いずれも初期の

噴出物の年代を直接得たものではなかった.Mirabuenoetal.(2006)は,新たにマヨン

火山周辺のテフラ層序を記載し,挟在する土壌試料の 14C年代を測定した (Fig.2).得

られた年代値は,歴史時代に相当するものも含めて,層序とはさま矛盾していない.この

中で最も古い年代値は,16,710士70BP (NUTA2-10801)であり,Reimeretal.(2004)の
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データセットを用いて暦年代に較正すると20kyrcalBPが得られる.地点間での対比に

まだ検討の余地が残されているが,これらのテフラ層序は,20kyrcalBP以降,マヨン

火山で爆発的噴火が繰り返されていることを示している.

3-3ラグナカルデラ

ラグナカルデラの新期カルデラ形成時の活動は,5000BP,27,000-29,000BP,>42,ロoo

BPに区分されている (Catan eandArpa,1999).このカルデラから噴出した火砕流堆積物

の一部は,マニラ首都圏にまで到達していることから,噴火年代を特定することは,防

災上も重要であるが,筆者らの予察的調査および 14C年代測定では,>44,680BP

(NUTA2-11189)など測定限界を超えるもののみ確認している.

3-4タールカルデラ

タールカルデラでは,新期カルデラ形成時のタールスコリア流堆積物について5380土70

BPおよび5670主80BPの 14C年代が報告されている (Listanco,1994).しかし,その他の

テフラについては,放射年代が得られておらず,噴火年代は明らかでない.今後,ラグ

ナカルデラ起源のテフラとあわせて,両者の層位関係を詳しく検討する必要がある.ま

た,ラグナカルデラの南方に接するSanPablo単成火山群の噴火史もあわせて解明し,

ラグナカルデラからタールカルデラにかけての南タガログ火山地域における時空関係を

解明すべきであろう.
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3-5ピナツボ火山

ピナツボ火山でも,199卜1992年に大噴火がおこり,山頂部に直径2.5kmのカルデラ

が形成されている (NewhallandPunongbayan,1996).ピナツボ火山については,これま

でに報告されている14C年代値から,>35,000BP,17,000BP,9000BP,6000-5000BP,

3900-2300BP,500BPに噴火があったと考えられている (Fig.3;Newhalletal.,1996).今

後,14C年代測定と山麓に分布する火砕流堆積物やラハ-ルの層序を再検討するととも

に,山頂部のカルデラ壁に露出している溶岩など,山体を主に構成する溶岩についても

TL年代を測定して,爆発的噴火だけでなく溶岩の流出も含めた成長史を明らかにできる

であろう.ピナツボ火山とイロシンカルデラの噴出物には,石英斑晶が含まれるのでTL

年代と14C年代を組み合わせて検証を進める予定である.
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Abstract

Thispaperdescribesthecooperativeprojectwhichwillconsistofchronologicalresearchofthe

volcamicactivitiesintheLuzonIslandinthePhilippinesbythermoluminescence(TL)and

radiocarbon(14C)methods･PreliminarychronologicalstudiesonIrosincalderaandMayon

VolcanorevealedthattheIrosinCalderawasformedat41kyrcalBPandthatMayonVolcano

starteditseruptiveactivityat20kyrcalBP.Wealsoconductedpreliminaryinvestigationsat

pinatuboVolcano,LagunaandTaalcalderas.Although many14cdateswerealreadyreported

fromthepinatuboVolcano,weplantoapplynotonly14c datingbutalsoTLdatingmethodsto

therocksofthisvolcano.TLdatinglSapplicableespeciallytovolcamicrocksinPinatuboVolcano

andIrosin caldera,becausetheyincludequartzphenocrysts･Ourgoalistoestablishthe

tephrochronologicalfiameworkofawidespectnm ofdeposits:fromwidespreadtephradeposits

oflargecalderavolcanoestothemonogeneticvolcanoesintheLuzonIsland.

Keywords:thermolum inescence(TL)dating,radiocarbon(14C)dating,Irosincaldera,Mayon
Volcano,PinatuboVolcano,Lagunacaldera,TaalCaldera
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